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救命救急医療学分野 
論文 
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1. Imamura Y., Murakami Y., Matsumoto N., Matsumoto H., Mitani S., Shimizu K., Ogura H., Shimazu T., and Jin T.: In vivo 

imaging of septic encephalopathy. Sepsis, InTech 2017; chapter 7, 131-150 (ISBN: 978-953-51-3396-4) 
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1. Goro Tajima, Ayako Tokunaga, Takahiro Umehara, Kazuya Ikematsu, Osamu Tasaki: EARLY DIAGNOSIS USING 

CANONICAL DISCRIMINANT ANALYSIS OF INNATE IMMUNE RECEPTOR GENE EXPRESSION PROFILE IN 
INFECTIOUS OR STERILE SYSTEMIC INFLAMMATION. 76th Annual Meeting of the American Association for the 
Surgery of Trauma and Clinical Congress of Acute Care Surgery Program Book Page102, 2017 

2. Kazunori Yamashita, Osamu Tasaki: The Operations of Nagasaki Prefectural DMAT Headquarters in Kumamoto Earthquake: 
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B 邦文 
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脈損傷による血胸の 1 例. 日本外傷学会雑誌 31(1): 24-27, 2017 
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誌 20 巻 1 号 Page28-35，2017 
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への対応 四肢開放創へのデブリドマン治療 救急医学 41(10):1407-1412,2017. 
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11. 平尾朋仁, 高橋健介, 山野修平, 田島吾郎, 猪熊孝実, 野崎義宏, 山下和範, 田崎 修：外傷性椎骨動脈損傷に対する
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12. 平尾朋仁, 村橋志門, 高橋健介, 山野修平, 田島吾郎, 猪熊孝実, 野崎義宏, 松本直也, 山下和範, 田崎 修：脳死とさ

れうる状態の評価後、瞳孔径が 4mm 未満に縮小した一例. 脳死・脳蘇生 30 巻 1 号 Page22, 2017 

13. 平尾朋仁, 竹田昭子, 中道親昭, 高山隼人, 上之郷眞木雄, 田崎 修：長崎県下三次救急医療施設の死亡退院調査から

みた、臓器提供の選択肢提示における現状. 日本救急医学会雑誌 28 巻 9 号 Page640, 2017 

14. 井山慶大, 猪熊孝実, 池田聡司, 高橋健介, 山野修平, 田島吾郎, 平尾朋仁, 野崎義宏, 山下和範, 前村浩二, 田崎 
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学会発表数 

A－a A－b B－a B－b 
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

0 0 3 0    5 31 

 

社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

田﨑 修・教授 Associate Editor Acute Medicine & Surgery 

田﨑 修・教授 理事 日本放射線事故・災害医学会 

田﨑 修・教授 評議員 日本救急医学会 

田﨑 修・教授 評議員 日本救急医学会九州地方会 

田﨑 修・教授 評議員 日本外傷学会 

田﨑 修・教授 評議員 日本熱傷学会 

田﨑 修・教授 評議員 日本臨床救急医学会 

田﨑 修・教授 代表理事 長崎救急医学会 

田﨑 修・教授 世話人 日本熱傷学会九州地方会 

田﨑 修・教授 緊急被ばく医療ネットワーク検討会委員長 長崎県 

田﨑 修・教授 保健医療対策協議会救急医療対策部会委員 長崎県 

田﨑 修・教授 ドクターヘリ運航調整委員会委員 長崎県 

田﨑 修・教授 長崎県メディカルコントロール協議会委員 長崎県 

田﨑 修・教授 長崎地域メディカルコントロール協議会 副会

長 
長崎県 

田﨑 修・教授 長崎県移植医療推進協議会委員長 長崎県 

山下和範・准教授 評議員 日本集団災害医学会 

山下和範・准教授 評議員 日本蘇生学会 

山下和範・准教授 委員 長崎市地域ＭＣ協議会 

山下和範・准教授 インストラクター 日本ＤＭＡＴ 

山下和範・准教授 災害医療コーディネーター 長崎県 

平尾朋仁・助教 学術評議員  日本脳神経外傷学会 
 

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

田崎 修・教授 文部科学省 代表 基盤研究(B) 
シトルリン化ヒストン H3を標的とした重症

病態の制御  

田崎 修・教授 文部科学省 代表 挑戦的萌芽研究 
低温ショック蛋白 RBM3 から展開する低温

による炎症制御メカニズムの解明  

田崎 修・教授 文部科学省 分担 基盤研修(B) 
プレホスピタルでの心肺蘇生時における脳
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循環の解明 

田島吾郎・助教 文部科学省 代表 若手研究（B） 
自然免疫受容体発現のパターン解析による

発熱の新規鑑別法の開発 

 


